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Ⅱ 平成３０年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（小学校理科） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

第 4 学年第 1 回 70.2% 5.3% 71.６% 65.1%  75.2% 71.6% 

第 5 学年第 1 回 53.2 % 4.9% 50.1% 55.6%  41.6% 63.3% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 結果から見られる改善点と課題 

【改善点】 

・昆虫の育ち方の順序や，植物の体のつくりの共通点について，理解できています。 

 

【課題】 

・温度計を適切に操作することや，実験結果をもとに考察して分析することに，課題が見

られます。 



 

 改善点 課題 

第
４
学
年 

１（１） 

 

・昆虫の育ち方には一定の順序が

あることを理解しています。 

（モンシロチョウはさなぎになっ

た後に成虫になるが，アキアカネ

は，幼虫からさなぎにならずに成

虫になる）【短答式】 

（県平均正答率：90.1%） 

３（４） ・日なたの地面の温度を適切に測

定することに課題が見られます。

【選択式】 

（県平均正答率：51.3％） 

第
５
学
年 

２（４） ・ガスコンロの適切な操作方法を

理解しています。【選択式】 

（県平均正答率：88.9％） 

１（３） ・乾電池のつなぎ方と電流の強さ

や向きを関係付けて捉えること

に課題が見られます。【選択式】 

（県平均正答率：33.6％） 

 

３ 特に課題が見られる設問 

 第４学年第1回 ３（４）の設問 （平均正答率：51.3％）             

 

  



 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

３ (４) 

1 
１（温度計の使い方：オ 目盛もりの読み方：キ） 

 と解答しているもの。 
 16.7％ 

2 
２ （温度計の使い方：オ 目盛もりの読み方：ク） 

 と解答しているもの。 
 4.5％ 

3 
３ （温度計の使い方：カ 目盛もりの読み方：キ） 

 と解答しているもの。 
◎ 51.3％ 

4 
４ （温度計の使い方：カ 目盛もりの読み方：ク） 

 と解答しているもの。 
 7.7％ 

9 上記以外の解答  13.2％  

0 無解答  6.6％  

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞  

  対象や目的に応じて実験器具を適切に操作することができるようにする 

   実験器具を目的に応じて適切に使用できるようにすることが必要です。例えば，設問

３⑷のように，温度計を使用する場合は，温度計に直接日光が当たらないように覆いを

することや，目盛りを読むときは温度計と目を直角にして液柱の先の目盛りを読み取る

よう指導します。また，土を温度計で掘ったり，ケースに入れずに温度計を持ち運んだ

りすると温度計が割れてしまうことがあるので，土は移植ごてなどで掘り，温度計を持

ち運ぶときや使わないときは，必ずケースに入れるよう安全指導も十分に行う必要があ

ります。さらに，実際の操作をグループで行う際は，役割を固定せずに交代し，児童一

人ひとりが観察，実験の技能を習得できるようにすることが大切です。 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成２７年度 小学校３年生理科ワークシート「太陽と地面の様子～おんど計の使い方～」 

 

 
 



 

 第５学年第1回 １（３）の設問 （平均正答率：33.6％）             

 

＜解答類型別正答率＞  

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

１ (３) 

1 
1（乾電池の向きが逆になっている） 

と解答しているもの。 
 42.2％ 

2 
2 （２個の乾電池を図４と同じ向きで直列につなぐ） 

と解答しているもの。 
 15.9％ 

3 
3 （２個の乾電池を同極同士でつなぐ） 

  と解答しているもの。 
 6.5％ 

4 
4 （２個の乾電池を図４と同じ向きで並列につなぐ） 

と解答しているもの。 
◎ 33.6％ 

9 上記以外の解答  0.5％  

0 無解答  1.3％  

 



 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

  乾電池のつなぎ方と電流の強さや向きを関係付けて捉えることができるようにする 

本設問において，乾電池のつなぎ方と電流の強さや向きとの関係を検流計の針の振

れ方に適用し考察するためには，以下のことについて捉えることができるようにする

ことが大切です。 

ア 乾電池の数を１個から２個に増やして電流を流すと，プロペラが速く回る場合と，

乾電池１個のときと変わらない場合があること 

イ 乾電池の向きを変えるとプロペラが逆に回ることから，電流の向きについて捉え 

ること 

ウ 検流計の使い方として，検流計の針の振れる向きで電気の流れる向きを，針  

の振れ具合で流れる電気の強さを，それぞれ調べることができること 

    指導のポイントとしては，乾電池が１個の場合，乾電池が２個の場合（直列つなぎ，

並列つなぎ）において，検流計を使って電流の強さと向きを計測し，乾電池のつなぎ

方と電流の強さや向きを関係付けて捉えるようにすることが考えられます。また，実

際に作ったせんぷう機の配線を，以下のように電気用図記号（回路図記号）を使って，                                                                                                                                                                                                                                                                     

直列つなぎと並列つなぎを整理しながら考察する学習活動が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

問題１（３）の選択肢 

A Ｍ A Ｍ Ｍ A Ｍ A 

問題１（３）の選択肢を電気用図記号で表したもの 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成 26 年度 小学校 4 年生理科ワークシート 

「検流計をつかって、電流の向きと強さを調べよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


